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matic wave model による壁面上液膜の理論解析結果を用いて検討し，限界熱流速低下の機構を説明
している。
第 5 章では，過渡流動時の液膜の挙動を詳細に検討することを目的とし，円管内環状二相流を水平





















(4) 液膜の過渡流動は kinematic wave 理論を拡張して適用することにより基本的に説明でき，と
くに低質量流速域における限界熱流束に対しては 実験値と解析値の一致は良好である。
(5) 蒸発管強度評価の基礎となる温度振動に関し 信頼できる実測値および解析方法を提ぷしてい
る。
以上のような諸成果は，蒸発管の中・高かわき度領域における流れと壁温の変動に関し，実験デー
タと見通しのよい理論とを提供したものである。これら諸成果は，伝熱学と流れ学に関し重要な知見
を与えるとともに，高速増殖炉用も含めて高性能高信頼度蒸気発生器の設計に寄与したもので，工学
上貢献する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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